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公益財団法人げんでんふれあい福井財団は、
福井県の文化振興とふれあいとゆとりのある地
域づくりに寄与することを目的に、県民の皆様
との絆を大切にした広報誌を目指します。
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O
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表紙の説明『妙泰寺の七福神祭り』（南越前町）

南越前町西大道の
日蓮宗の名刹妙泰寺
では、毎年９月の敬
老の日に「七福神祭
り」が行われていま
す。今から237年前
の天明８年（1788）
の飢饉による災害防
除を祈念して始まっ
たとされ、現在も午
前中は各集落を七福神が招福を願って回り、午後から住職による
法要、保存会の面々の七福神踊りの奉納と、美々しい稚児の参拝
などもあり、檀家や近在からの見物客で大変にぎわいます。

（写真撮影:吉田 俊雄さん）
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令
和
７
年
度
げ
ん
で
ん
芸
術
新
人
賞

当
財
団
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
、
将
来
を
大
い
に

期
待
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
県
内
在
住
の
新
人
芸

術
家
に
げ
ん
で
ん
芸
術
新
人
賞
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
ま
で
に
35
名
の
方
々
に
贈
呈
し
て
お
り
、

第
18
回
と
な
る
今
年
度
は
、
竹
沢
友
里
さ
ん
及
び
山

村
倫
代
さ
ん
の
お
二
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）
に
敦
賀
市
本
町
の
げ
ん

で
ん
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
授
賞
式
を
行
い
、
受
賞

者
の
お
二
人
に
、
当
財
団
の
坂
井
理
事
長
が
記
念
楯
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

【
受
賞
の
言
葉
】

　
竹
沢
友
里
さ
ん
《
洋
楽（
ピ
ア
ノ
）》

こ
の
度
は
身
に
余
る
褒
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
本
当
に
周
り
の
人
に
恵
ま

れ
て
い
て
、
そ
の
お
陰
あ
っ
て
の
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
よ
り
険
し
い
山
を
登
っ
て
参
れ
」
と
い
う

叱
咤
激
励
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
「
新
人
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
す
の
で
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
音
楽
の
力
で
福
井
の
幸

福
に
よ
り
一
層
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
村
倫
代
さ
ん
《
工
芸（
七
宝
焼
）》

こ
の
度
は
、
げ
ん
で
ん
芸
術
新
人
賞
と
い
う
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
選
考

委
員
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

そ
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
、
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
七
宝
焼

の
普
及
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

受賞者と来賓の皆さん
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生
き
る
気
力
を
失
っ
て
い
た
平
成
18
年
、

福
井
駅
前
の
「
ふ
く
い
工
芸
舎
」
に
展
示
さ

れ
て
い
る
七
宝
焼
の
指
輪
に
心
惹
か
れ
る
。

そ
の
指
輪
の
作
者
で
あ
る
日
芳
隆
子
さ
ん
に

師
事
。

初
期
は
ハ
ー
ト
の
モ
チ
ー
フ
を
多
く
取
り

入
れ
た
柔
ら
か
な
印
象
だ
っ
た
が
、
近
年
は

原
色
を
使
っ
た
力
強
い
作
風
。
作
品
も
大
型

化
し
、
金
箔
と
銀
箔
を
多
用
し
た
き
ら
び
や

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
に
て
５
歳
か
ら
ピ
ア

ノ
を
始
め
、
東
京
音
楽
大
学
、
同
大
学
院
を

修
了
。
東
京
音
楽
大
学
伴
奏
助
手
、
芸
大
・

音
大
予
備
校
の
講
師
な
ど
を
務
め
、
ソ
ロ
は

も
と
よ
り
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
、
数
多
く
の
団
体
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
共
演
を
重
ね
て
き
た
。

平
成
21
年
に
は
、
福
井
県
新
人
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
格
す
る
と
と
も
に
、
日
本
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
優
秀
演
奏
者

工芸（七宝焼）

山村 倫代さん
（大野市）

洋楽（ピアノ）

竹沢 友里さん
（福井市）

か
さ
も
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
た
。

平
成
21
年
の
福
井
県
美
展
初
入
選
を
皮
切

り
に
、
知
事
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
。
平

成
29
年
に
は
日
展
初
入
選
を
果
た
し
、
令
和

２
年
以
降
は
連
続
入
選
し
て
い
る
。
日
本
現

代
工
芸
美
術
展
で
は
現
代
工
芸
賞
な
ど
を
、

令
和
７
年
は
現
代
工
芸
本
会
員
賞
も
受
賞
し
、

福
井
県
を
代
表
す
る
七
宝
焼
作
家
の
一
人
と

な
っ
た
。

地
元
大
野
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
て
制
作
を

進
め
つ
つ
、
七
宝
焼
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
５
年
に
は
、
制

作
体
験
や
大
作
を
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
自
ら
開
設
し
、
七
宝
焼

の
普
及
に
も
努
め
て
い
る
。

賞
及
び
全
音
楽
譜
出
版
社
賞
を
受
賞
し
、
平

成
22
年
に
は
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
伴

奏
）
で
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
方
で
、
公
益
財
団
法
人
福
井
県
文
化

振
興
事
業
団
が
運
営
す
る
「
越
の
ル
ビ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
」
の
登
録
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
、
長
年
、
県
内
の
中
学
校
や
特

別
支
援
学
校
で
の
「
出
張
音
楽
堂
」
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
音
楽
家
を
志
す
中
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
ル
ビ
ー
カ
フ
ェ
」
の
出

演
に
併
せ
て
、
福
井
県
立
道
守
高
校
の
非

常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
執
る
な
ど
、
後

進
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。
又
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
と
し
て
、
お
別
れ
の
場
で
の
献

奏
を
行
っ
て
い
る
。

天長地久
（令和７年度日本現代工芸美術展

現代工芸本会員賞）

「ルビーカフェ」での様子

「出張音楽堂」公演の様子

時流 II
（平成 29 年度福井県総合美術展

　福井県知事賞）
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「水中写真」は本展では初めての応募ではないでしょうか。見た瞬間、未体験でありながらどこか懐かしい
ような感覚が呼び覚まされます。人と岩以外には生き物のいない海中世界。地上では体感することのない
光の表情が新鮮で魅惑的です。わずかにブレた人体のシルエットと岩壁との対比が、不思議な浮遊感を生
み、静謐で幻想的な雰囲気を引き出しています。 （講評：金津創作の森　館長　野田 訓生さん）

ふ
る
さ
と
福
井
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資
源
を
題
材
に
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

【
応
募
総
数
】
１
０
４
名  

１
９
０
点

【
表
彰
式
】
令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）

総　評
審査委員長  写真家
水谷内 健次さん

今
年
は
、
特
に
テ
ー
マ
を
設
け
ず
の
募
集
で
し
た
。
広
く
「
ふ
る
さ

と
福
井
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資
源
」
を
題
材
に
し
て
の
応

募
と
な
り
、
多
様
な
作
品
が
集
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出

品
者
が
数
を
絞
り
込
ん
で
応
募
し
た
こ
と
で
、
力
作
ぞ
ろ
い
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
大
賞
の
『
海
、
見
上
げ
る
』
は
水
中
を
ゆ
ら
ゆ
ら

漂
う
姿
と
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
と
の
対
比
が
印
象
的
な
作
品
で
す
。
そ
の

他
の
受
賞
作
も
構
図
や
色
彩
を
工
夫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
写
真
が

も
つ
可
能
性
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
意
欲
作
が
並
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
独
自
の
視
点
で
被
写
体
を
見
つ
け
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
伝
え
る
作

品
を
生
み
出
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

海、見上げる

第
19
回
げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞

２
０
２
５
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

小湊 義則さん（福井市）

水しぶき全開

ふるさと賞

水嶋 雪月さん（福井商業高校）

ふるさと
大賞

ふるさと
大賞

459



水中綱引きへ

虹の水煙

受賞者と来賓の皆さん

優秀賞

協賛社賞

粟野 和美さん（小浜市）

生と死
八木 こうめさん（金津高校）

おちゃらけ
青山 拓さん（丹生高校）

富士フイルムイメージングシステムズ㈱賞

一瞬の永遠
織田  慶史さん（福井市）

福井県カメラ商組合賞

お花畑のチョウチョたち
市村  宣和さん（福井市）

㈱フジカラー北陸賞

光の彩り
中村  欣吾さん（福井市）

井上 優さん（高浜町）

※
入
選
者
の
方
々
の
お
名
前
は
、
当

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

 https://w
w
w
.genden.or.jp/

honor
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港
の
繁
栄
と
敦
賀
の
文
化

賀
の
文
化

敦
賀
の

文
化
と
歴
史
歴
史

新

敦
賀
は
北
陸
・
日
本
海
側
に
位
置
し
な
が

ら
も
波
穏
や
か
な
湾
を
抱
え
、
古
く
か
ら
天

然
の
良
港
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
陸
で

は
京
へ
と
つ
な
が
る
輸
送
ル
ー
ト
が
整
備
さ

れ
、
古
代
か
ら
海
陸
交
通
の
結
節
点
と
し
て

北
国
と
京
畿
と
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

交
通
の
要
衝
で
あ
る
敦
賀
の
地
で
は
多
く

の
人
や
物
が
行
き
交
い
、
み
な
と
ま
ち
独
自

の
文
化
が
育
ま
れ
ま
し
た
。井
原
西
鶴
は『
日

本
永
代
蔵
』（
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
））
の

中
で
敦
賀
を
「
北
国
の
都
」
と
称
し
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
、
敦
賀
の
港
は
北
国
と
上
方

と
を
つ
な
ぐ
物
資
の
中
継
地
点
と
し
て
繁
栄

し
ま
し
た
。
特
に
、
海
運
業
を
担
っ
た
敦
賀

の
有
力
商
人
た
ち
は
経
済
的
な
力
を
発
揮
し

た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
文
化
振
興
に
も
貢

献
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
歌
や
書
画
な
ど
に
親

し
む
文
化
人
で
あ
り
、
そ
し
て
歌
人
や
書
家
、

絵
師
な
ど
当
時
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
を
支

え
る
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
支
援
者
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
北
国
の
都
」

の
文
化
は
一
層
華
や
い
だ
の
で
す
。

敦
賀
の
絵
師
の
多
く
は
江
戸
や
京
で
絵
を

学
び
ま
し
た
。
江
戸
時
代
前
期
を
代
表
す
る

敦
賀
の
橋
本
長
兵
衛
は
鷹
の
絵
で
知
ら
れ
、

２
代
目
の
鷹
画
は
小
浜
藩
酒
井
家
か
ら
徳
川

家
に
献
上
さ
れ
て
お
り
、
３
代
目
は
江
戸
幕

府
の
奥
絵
師
・
狩
野
探
幽
の
下
で
絵
を
学
ん

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
小
浜
藩
お
抱

え
絵
師
の
中
村
幽
甫
も
ま
た
狩
野
探
幽
に
学

び
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
は
京
の
絵
師
た

ち
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
写
生
画
を
大
成

し
た
円
山
応
挙
を
祖
と
す
る
円
山
・
四
条
派

が
与
え
た
影
響
は
絶
大
な
も
の
で
し
た
。
内

海
三
代
（
元
孝
・
元
紀
・
吉
堂
）、
中
村
西
渓
、

鳴
海
鶴
陰
、
石
垣
東
山
、
今
村
公
寵
な
ど
敦

賀
を
代
表
す
る
絵
師
た
ち
も
円
山
・
四
条
派

に
入
門
し
て
い
ま
す
。
京
の
影
響
が
色
濃
い

点
は
、
地
理
的
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
敦

賀
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

京
で
学
ん
だ
後
は
地
元
敦
賀
へ
戻
っ
て
町

絵
師
と
し
て
活
躍
す
る
者
が
多
く
、
今
で
も

市
内
の
寺
社
を
中
心
に
彼
ら
の
作
品
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
今
村
公
寵

は
幕
末
に
活
躍
し
た
敦
賀
の
絵
師
で
、
氣
比

神
宮
に
か
つ
て
存
在
し
た
「
敦
賀
港
図
大
衝

立
」（
戦
災
に
よ
り
焼
失
）
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
代
表
作
と
も
言
え
る
大
衝
立
が
失
わ

れ
て
い
た
公
寵
で
し
た
が
、
近
年
氣
比
神
宮

か
ら
公
寵
作
の
大
屏
風
が
発
見
さ
れ
、
敦
賀

港
の
繁
栄
と
と
も
に
語
る
べ
き
重
要
な
資
料

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
の
絵
師
が
来
敦
し
て
制
作
し
た

作
品
が
い
く
つ
か
残
っ
て
お
り
、
敦
賀
の

人
々
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま

す
。
来
敦
し
た
絵
師
に
は
、
鈴
木
松
年
や
塩

川
文
麟
な
ど
が
い
ま
す
。
鈴
木
松
年
は
明
治

に
活
躍
し
た
絵
師
で
、
豪
放
な
作
風
が
特
徴

で
す
。
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
に
父
百
年

と
と
も
に
来
敦
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
長
岡

屋
清
兵
衛
の
求
め
に
応
じ
て
描
い
た
「
山
姥

図
屏
風
」（
真
禅
寺
蔵
）
は
若
書
き
な
が
ら

独
特
の
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
今
村
公
寵
や
内

海
吉
堂
の
師
匠
で
、
平
安
四
名
家
の
一
人
に

挙
げ
ら
れ
る
塩
川
文
麟
は
、
敦
賀
の
廻
船
問

屋
山
上
宗
助
と
親
し
く
、
敦
賀
で
は
山
上
家

の
屋
敷
に
長
逗
留
し
、
同
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
善
妙
寺
に
2
ｍ
を
越
え
る
墨
画
の
釈
迦
像

を
奉
納
し
ま
し
た
。

空
襲
を
受
け
て
街
の
８
割
が
焼
け
た
敦
賀

で
す
が
、
敦
賀
ゆ
か
り
の
絵
師
の
活
躍
や
、

敦
賀
人
と
京
の
絵
師
と
の
つ
な
が
り
を
示
す

資
料
が
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
大
変

貴
重
な
こ
と
で
す
。
様
々
な
時
代
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
資
料
は
、
敦

賀
の
文
化
が
港
の
繁
栄
と
と
も
に
あ
っ
た
こ

と
を
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
敦
賀
市
立
博
物
館

学
芸
員　

加
藤
敦
子
）

掲
載
画
像

・〈
上
〉
鈴
木
松
年
「
山
姥
図
屏
風
」

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）  

六
曲

一
隻　

真
禅
寺
蔵
（
敦
賀
市
立
博

物
館
寄
託
）

・〈
下
〉
今
村
公
寵
「
松
に
蔦
紅
葉

図
屏
風
（
大
松
之
絵
屏
風
）」
嘉

永
４
年
（
１
８
５
１
）
頃
六
曲

一
双　

氣
比
神
宮
蔵
（
敦
賀
市
立

博
物
館
寄
託
）
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越
前
古
窯
博
物
館

こ

よ
う

施
設
の

ご
紹
介

越前町

県
内
の
文
化
的
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

越
前
古
窯
博
物
館
は
、
平
成
29
年
（
２
０

１
７
）
に
新
た
に
越
前
陶
芸
村
敷
地
内
に
開

館
し
た
博
物
館
で
、
越
前
焼
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
水
野
九
右
衛
門
氏
が
収
集
し
た
福

井
県
陶
磁
器
資
料
（
水
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

を
中
心
と
し
て
、
水
野
氏
の
功
績
を
讃
え
る

と
共
に
越
前
焼
の
価
値
や
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

当
館
は
４
つ
の
施
設
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
約
60
年
前
に
水
野
氏
が
私
費
を
投
じ
て

宮
崎
村
熊
谷
（
現
：
丹
生
郡
越
前
町
熊
谷
）

に
開
館
し
た
水
野
古
陶
磁
館
を
移
築
・
復
元

し
た
展
示
施
設
で
あ
る
『
資
料
館
』
を
中
心

に
、
敷
地
内
に
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た

水
野
氏
の
自
宅
を
移
築
・
復
元
し
た
『
旧
水

野
家
住
宅
』
や
、
数
寄
屋
建
築
の
大
家
・
中

村
昌
生
氏
設
計
の
本
格
的
な
茶
室
『
天
心

堂
』『
天
心
庵
』
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
資
料
館
』
の
中
核
を
為
す
「
福
井
県
陶

磁
器
資
料
（
水
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）」
は
40

年
以
上
に
わ
た
る
研
究
生
活
の
中
で
蒐
集
し

た
陶
磁
器
、
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、
古
文
書
等

が
含
ま
れ
る
資
料
で
す
。
福
井
県
内
の
や
き

も
の
の
変
遷
が
た
ど
れ
る
価
値
の
高
い
も
の

と
し
て
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

資
料
館
１
階
で
は
平
安
時
代
か
ら
近
現
代

ま
で
の
越
前
焼
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
水
野

氏
が
蒐
集
し
た
各
時
代
の
優
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
時
代
順
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

越
前
焼
の
主
力
で
あ
る
壺
や
甕
な
ど
の
形
状

や
、
釉
薬
の
変
化
な
ど
分
か
り
や
す
く
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
に
は
磁

器
や
色
絵
陶
器
な
ど
へ
の
展
開
も
あ
り
、
多

種
多
様
な
越
前
焼
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

資
料
館
２
階
で
は
水
野
氏
が
実
際
に
研
究

で
使
用
し
て
い
た
部
屋
の
再
現
や
カ
メ
ラ
等

の
遺
愛
品
、
研
究
ノ
ー
ト
等
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
晩
年
、
水
野
氏
が
研
究
の
集
大
成
と

し
て
古
窯
の
復
原
・
焼
成
を
行
っ
た
際
の
壺

も
展
示
し
て
お
り
、
隣
接
す
る
福
井
県
陶
芸

館
で
は
そ
の
窯
の
実
寸
大
の
模
型
も
展
示
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
合
わ
せ
て
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
設
す
る
『
旧
水
野
家
住
宅
』
は
、
水

野
家
が
代
々
村
方
役
人
を
務
め
て
い
た
家

柄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
堂
々
と
し

た
建
物
で
す
。
当
住
宅
の
主
座
敷
か
ら
は

「
天
保
六
年
（
１
８
３
５
）」
の
墨
書
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
は
屋
根
を
茅

葺
き
か
ら
二
層
桟
瓦
葺
へ
と
改
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
田
の
字
形
に
並
ぶ
和
室
や
一
段
高

い
仏
間
な
ど
の
後
世
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て

い
な
い
間
取
り
で
、
丹
生
郡
越
前
町
の
山
間

部
の
伝
統
的
な
様
式
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
文
化
財
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
こ
ち
ら

も
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
登
録
有
形
文

化
財
（
建
築
物
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
来
館
者
の
休
憩
所
と
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
精
力
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

『
天
心
堂
』
は
茶
の
湯
を
通
し
て
日
本
の

文
化
を
西
欧
に
伝
え
た
郷
土
の
偉
人
・
岡
倉

天
心
に
ち
な
み
、
越
前
焼
を
含
む
、
福
井
県

の
伝
統
工
芸
を
振
興
す
る
核
の
ひ
と
つ
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
立
礼
式
の
茶
室
で
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

草
庵
茶
室
『
天
心
庵
』
は
本
格
的
な
小
間
の

茶
室
で
、
毎
年
秋
に
は
こ
の
天
心
庵
・
天
心

堂
・
旧
水
野
九
右
衛
門
住
宅
の
座
敷
を
利
用

し
て
大
規
模
な
「
天
心
茶
会
」
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

六
古
窯
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
越

前
窯
。
そ
の
中
心
地
に
築
か
れ
た
越
前
古
窯

博
物
館
は
、
福
井
県
陶
芸
館
な
ど
と
と
も
に
、

今
日
も
越
前
焼
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
続
け
て

い
ま
す
。

（
越
前
古
窯
博
物
館

主
査
（
学
芸
員
）
森
ま
ど
か
）

施設全景

資料館１階

旧水野家住宅
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南越前町

妙
泰
寺
の
七
福
神
祭
り

妙
泰
寺
の
七
福
神
祭
り

神
、
寿
老
人
、
福
禄
寿
、
布
袋
は
中
国
の
道

教
の
神
、
恵
比
寿
は
日
本
の
神
話
上
の
漁
業

や
商
売
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

黒
天
は
出
雲
大
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
大
国
主

命
（
大
己
貴
命
）
と
も
重
な
り
、
い
わ
ば
日

本
古
来
の
恵
比
寿
・
大
黒
が
現
世
利
益
的
な

七
福
神
と
し
て
仲
間
入
り
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
大
黒
さ
ん
は
越
前
地
方

に
ア
イ
ノ
カ
ミ
サ
ン
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

田
の
神
の
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
琵
琶
を
抱
え
た
紅
一
点
の

弁
財
天
（
弁
天
さ
ん
）
は
芸
能
の
職
能
神
と

し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
で
は
吉
祥
天
と
も
同

一
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
寿
老
人
は
人
の
寿
命

を
司
る
南
極
の
星
座
の
寿
星
（
カ
ノ
ー
プ

ス
）
を
人
格
化
し
た
も
の
と
さ
れ
、
道
教
の

三
つ
の
徳
を
具
備
し
た
福
禄
寿
と
同
一
人
物
。

甲
冑
に
身
を
包
み
、
左
手
に
塔
を
、
右
手
に

宝
棒
を
持
っ
て
、
仏
法
を
守
護
す
る
毘
沙
門

天
は
北
方
守
護
の
任
を
担
う
最
強
の
四
天
王

と
し
て
七
福
神
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
異
彩

を
放
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
実
在
の
布
袋
は
中

国
の
唐
代
末
期
の
禅
僧
の
布
袋
和
尚
と
さ
れ
、

楽
天
的
な
生
き
方
が
理
想
化
し
た
も
の
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ

も
庶
民
の
現
世
利
益
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
、

言
わ
ば
民
俗
神
の
要
素
を
秘
め
て
も
い
る
よ

う
で
す
。法

要
と
七
福
神
の
奉
納
踊
り

そ
の
後
、
午
後
２
時
半
ご
ろ
か
ら
、
露

払
い
と
し
て
猿
田
彦
大
神
や
お
福
、
や
っ
こ

（
奴
）、
獅
子
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
七
福

神
の
一
行
が
正
面
の
本
堂
に
集
合
。
十
数
人

の
各
寺
か
ら
参
集
し
た
法
門
の
僧
侶
た
ち
の

真
摯
で
熱
狂
的
な
明
神
会
法
要
と
、
美
麗
な

日
蓮
宗
大
谷
山
妙
泰
寺
縁
起

南
越
前
町
西
大
道
の
西
方
山
麓
に
あ
る
、

日
蓮
宗
の
大
谷
山
妙
泰
寺
は
名
刹
の
古
寺
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。『
南
条
郡
誌
』
に

よ
れ
ば
永
仁
元
年
（
１
２
９
３
）
日
蓮
上
人

の
法
孫
、
日
像
上
人
が
佐
渡
国
よ
り
能
登
の

七
尾
海
岸
に
着
岸
し
、
日
蓮
の
新
宗
布
教
の

遺
命
を
尽
く
す
べ
く
、
巡
教
の
旅
の
途
中
に
、

越
中
の
羽
生
八
幡
の
社
僧
の
妙
文
が
、
日
像

に
よ
り
改
宗
し
授
戒
を
受
け
、
共
に
上
洛
の

途
次
、
隣
村
の
脇
本
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
日
像
が
京
都
へ
向
か
っ
た
後
、
当
地

が
甲
州
身
延
山
に
似
て
お
り
、
旧
称
脇
本

上
村
の
当
所
を
定
め
て
翌
年
の
永
仁
２
年

（
１
２
９
４
）
３
月
下
旬
に
日
像
を
開
山
と

し
て
当
寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
像
は
後
醍
醐
天
皇
の
命
を
受
け
京
都
に
妙

顕
寺
を
建
立
、
妙
泰
寺
は
そ
の
末
寺
と
な
り

ま
す
。
本
尊
は
十
界
大
曼
荼
羅
。

当
寺
は
「
北
国
見
延
」
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
、
越
前
日
蓮
宗
最
初
の
根
本
道
場
と
し

て
知
ら
れ
、『
越
前
国
名
勝
志
』
に
よ
れ
ば

後
世
日
像
の
門
流
四
か
聖
跡
と
さ
れ
た
古
刹

で
、
福
井
藩
主
結
城
秀
康
の
祈
禱
寺
で
も
あ

り
、
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）
に
は
松
岡
藩

主
の
松
平
昌
勝
か
ら
寺
地
一
七
・
八
六
石
の

寄
進
を
受
け
ま
し
た
。
い
わ
ば
菩
提
寺
同
様

の
扱
い
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
す
が
に
名
刹
の
名
の
通
り
、
周
囲
に

多
く
の
七
堂
伽
藍
の
堂
塔
を
め
ぐ
ら
し
、
壮

観
で
し
た
が
、
近
世
以
降
は
本
光
坊
・
善
光

坊
・
本
因
坊
・
法
泉
坊
・
修
善
坊
・
立
本
坊
・

林
照
坊
・
法
性
坊
・
貞
俊
坊
の
九
塔
頭
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
い
境
内
に
は
、
七
面

堂
・
三
光
堂
・
妙
見
堂
や
松
平
家
の
墓
地
も

あ
り
、
広
大
な
檀
家
の
墓
地
や
、
裏
山
の
山

頂
（
標
高
３
０
８
メ
ー
ト
ル
）
に
は
奥
の
院

が
あ
り
、
春
夏
２
回
の
祭
礼
祈
願
が
行
わ
れ

ま
す
。
裏
山
の
境
内
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
七

難
を
避
け
七
福
を
授
け
る
七
面
大
明
神
（
七

面
天
女
）
を
祀
る
七
面
堂
が
あ
り
、
当
寺
の

守
護
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
方
の
字
殿
庭
、

殿
奥
の
杣
山
の
山
中
に
は
南
北
朝
時
代
の
新

田
義
貞
方
の
武
将
瓜
生
保
の
一
族
が
築
い
た

瓜
生
城
が
あ
り
ま
す
。
敦
賀
の
金
ケ
崎
城
を

守
護
せ
ん
と
し
て
樫
曲
で
戦
死
し
ま
し
た
。

七
福
神
祭
り

さ
て
、「
明

み
ょ
う

神じ
ん

会え

」
と
も
呼
ば
れ
る
、
妙

泰
寺
の
「
七
福
神
祭
り
」
は
檀
家
ら
で
つ
く

る
保
存
会
の
尽
力
の
も
と
に
、
毎
年
９
月
の

第
３
日
曜
日
の
翌
日
（
敬
老
の
日
）
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
七
福
神
祭
り
は
、『
南
条

町
誌
』
に
よ
る
と
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）

当
時
飢
饉
や
災
害
が
続
き
、
世
相
の
安
定
、

人
心
の
安
穏
を
祈
願
し
て
、
当
時
の
住
職

と
村
び
と
が
厄
除
け
の
為
に
七
福
神
に
扮

し
、
七
難
即
滅
、
七
福
即
生
を
期
し
て
村
内

を
巡
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
前
夜
に
は
本
年
の
豊
か
な
収
穫
を

祝
っ
て
盆
踊
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
当
日
午

前
中
に
各
集
落
を
七
福
神
が
招
福
を
祈
っ
て

回
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
「
招
福
来
訪
」
の

看
板
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
来
訪

神
行
事
の
要
素
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。
地

元
の
伝
承
で
は
、
毎
年
祭
り
の
頃
に
、
七
福

神
は
裏
山
の
七
面
堂
か
ら
里
へ
と
降
り
て
来

ら
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
ま
さ
し
く
来

訪
神
そ
の
も
の
で
す
。

猛
暑
が
続
く
中
、
午
後
１
時
か
ら
檀
家

や
区
民
、
見
物
客
、
子
ど
も
た
ち
が
広
い
境

内
に
集
ま
り
、
出
店
も
立
ち
騒
然
と
混
雑
す

る
中
で
、
保
存
会
の
面
々
が
演
じ
る
七
福
神

が
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
と
お
の
お
の
じ
ゃ

れ
合
い
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
た
り
記
念
撮
影

を
し
た
り
し
て
、
華
や
か
、
賑
や
か
に
参
拝

客
や
見
物
客
と
交
流
。

ち
な
み
に
、「
七
福
」
と
は
「
仁
王
般
若

経
」
に
よ
れ
ば
「
七
難
即
滅
七
福
即
生
」
に

由
来
し
、「
法
華
経
普
門
品
」の「
七
難
七
福
」

を
意
味
し
て
い
る
と
さ
れ
、
室
町
時
代
末
期

に
七
福
神
信
仰
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

七
福
神
と
は
大
黒
天
（
福
徳
の
神
）、
恵

比
寿
（
清
廉
の
神
）、
弁
財
天
（
愛
敬
の
神
）、

寿
老
人
（
寿
命
の
神
）、
福
禄
寿
（
人
望
の

神
）、
毘
沙
門
天
（
威
光
の
神
）、
布
袋
（
大

量
の
神
）
を
指
し
、
こ
の
う
ち
大
黒
天
、
弁

財
天
、
毘
沙
門
天
は
イ
ン
ド
仏
教
の
渡
来
の
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稚
児
行
列
、
参
拝
が
行
わ
れ
、
笛
・
太
鼓
・

篳
篥
な
ど
の
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
、
大
黒
天
、

恵
比
寿
、
弁
財
天
、
寿
老
人
、
福
禄
寿
、
毘

沙
門
天
、
布
袋
の
順
に
、
優
雅
な
七
福
神
に

よ
る
奉
納
踊
り
が
順
次
行
わ
れ
て
、
本
堂
で

の
盛
大
な
法
要
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
奉
納

踊
り
の
振
り
付
け
は
50
年
ほ
ど
前
に
竜
笛
の

作
曲
家
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
時
半
ご
ろ
に
山
上
の
七
面

堂
へ
七
福
神
、
ご
神
体
を
乗
せ
た
御
輿
、
ご

供
物
、
稚
児
７
名
と
参
詣
者
が
行
列
を
つ
く

り
、
七
面
堂
で
お
ご
そ
か
に
住
職
に
よ
る
読

経
が
行
わ
れ
て
、
厄
払
い
を
こ
め
た
本
年
の

七
福
神
祭
り
を
す
べ
て
終
え
、
村
里
は
い
よ

い
よ
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま
す
。

（
日
本
地
名
研
究
所所

長　

金
田
久
璋
）

参
考
文
献

・『
福
井
県
南
条
郡
誌
』（
南
条
郡
教
育
会
）

・『
南
条
町
誌
』（
南
条
町
教
育
委
員
会
）

・『
福
井
県
大
百
科
事
典
』（
福
井
新
聞
社
）

・『
日
本
歴
史
地
名
大
系
18　

福
井
県
の
地

名
』（
平
凡
社
）

・『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
18　

福
井
県
』（
角

川
書
店
）

・『
北
国
見
延　

日
蓮
宗
大
谷
山
妙
泰
寺　

七
福
神
祭
り（
明
神
会
）』（
栞
・
同
保
存
会
）

（
写
真
撮
影
：
吉
田
俊
雄
さ
ん
） 昆沙門天さん 寿老人さん 弁財天さん 大黒さん

お稚児さんの参拝 本堂での法要

子どもたちと触れあう布袋さん

境内の風景
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越
前
若
狭
の
文
化
活
動

越
前
若
狭
の
文
化
活
動

高
浜
七
年
祭

高
浜
七
年
祭

高
浜
七
年
祭
が
、
令
和
７
年
６
月
15
日
（
日
）
か
ら
21

日
（
土
）
ま
で
、
高
浜
町
の
佐
伎
治
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
祭
は
、
京
都
の
祇
園
祭
と
同
様
に
御
霊
会
の
性
格

を
持
っ
て
お
り
、
御
霊
や
疫
神
を
慰
撫
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

旧
高
浜
地
区
全
域
の
氏
子
が
営
む
佐
伎
治
神
社
の
式
年
大
祭

と
し
て
、
巳
年
と
亥
年
の
７
年
（
実
質
的
に
は
６
年
）
ご
と

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
織
豊
期
の
連
歌
師
里
村
紹
巴
の
紀
行

文
「
天
橋
立
紀
行
」（
永
禄
12
年
（
１
５
６
９
））
に
「
高
浜
祇

園
会
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
起
源
を
も
ち
、
約
４
０

０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

中
山
、
西
山
、
東
山
の
３
基
の
大
き
な
神
輿
が
町
内
を
巡

幸
し
ま
す
。
芸
能
に
は
、
太
刀
振
り
、
お
田
植
、
神
楽
な

ど
が
あ
り
、
又
、

曳
山
６
基
で
は
、

若
連
中
に
よ
る

「
屋
台
囃
子
」
や
、

子
ど
も
た
ち
に

よ
る
「
日
本
舞

踊
」、「
太
鼓
の

演
奏
」
が
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
々

は
、
歴
史
の
重

み
を
感
じ
つ
つ
、

６
年
に
１
度
の

貴
重
な
経
験
に

魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

敦
賀
音
楽
祭

敦
賀
音
楽
祭

お
ぼ
ろ
っ
く
２
０
２
５

お
ぼ
ろ
っ
く
２
０
２
５

敦
賀
音
楽
祭
お
ぼ
ろ
っ
く
２
０
２
５
が
、
令
和
７
年
９

月
13
日
（
土
）
か
ら
14
日
（
日
）
ま
で
、
敦
賀
市
の
き
ら
め
き

み
な
と
館
、
敦
賀
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２
ス
テ
ー
ジ
に
加

え
、
地
元
市
民
ら
に
よ
る
つ
る
が
ス
テ
ー
ジ
の
合
計
３
ス

テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
を
契
機
と
し
た
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
敦
賀
の
食
・
文
化
・
人
に
も

触
れ
て
も
ら
え
る
地
元
密
着
の
フ
ェ
ス
が
街
に
根
付
く
こ
と

を
目
指
し
て
令
和
６
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
敦
賀
へ
の
誘
客
が
期
待
さ
れ
る
催
し
で
、

北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
ま
で
、
又
、
年
代
も
幅
広
い
方
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。

音
楽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
敦
賀
の
食
文
化
も
堪
能
で
き

る
音
楽
フ
ェ
ス
。
訪
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
音
と
食
を
満
喫

す
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
＆

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
＆

今
川
裕
代
コ
ン
サ
ー
ト

今
川
裕
代
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
＆
今
川
裕
代
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
）
に
、
若
狭
町
の
パ

レ
ア
若
狭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
パ
レ
ア
若

狭
の
開
館
20
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

若
狭
町
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
今
川
裕
代
さ
ん
が
ソ
リ
ス

ト
を
務
め
、
指
揮
者
の
末
廣
誠
さ
ん
の
も
と
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
が
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

披
露
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

名
作
が
並
び
、
特
に
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番
変
ホ
長
調

『
皇
帝
』」
で
は
、
今
川
さ
ん
の
卓
越
し
た
ピ
ア
ノ
演
奏
が
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

会
場
を
訪

れ
た
人
々
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
力
強
い

演
奏
と
今
川

さ
ん
の
繊
細

な
タ
ッ
チ
に

心
を
奪
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

様
々
な
文
化
団
体
等
の
活
動
に
助
成
・
協
賛
を
行
い
ま
し
た
。
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げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

令
和
７
年
11
月
16
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
日
）
ま
で
、
敦

賀
市
本
町
の
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
第
19
回

げ
ん
で
ん
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
５
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
応
募
作
品
１
９
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

ふ
る
さ
と
大
賞
１
点
、
ふ
る
さ
と
賞
１
点
、
優
秀
賞
４
点
、

協
賛
社
賞
３
点
及
び
入
選
20
点
、
計
29
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。

福
井
の
自
然
、
風
景
、
伝
統
行
事
な
ど
が
心
豊
か
に
表
現

さ
れ
た
写
真
に
、
多
く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

敦
賀
市
女
性
の
会
講
演
会

令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）
に
敦
賀
市
の
西
公
民
館
で
、

敦
賀
市
女
性
の
会
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
平
成
14
年
に
石
川
県
で
初
の
女
性
外
来
を
開
設

し
、
現
在
、
金
沢
医
科
大
学
総
合
内
科
学
臨
床
教
授
、
女
性

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
医
師
の
赤
澤
純
代
さ
ん

で
、
テ
ー
マ
は
、「
人
生
１
０
０
年
時
代　

血
管
か
ら
健
康

を
考
え
る
」。

講
演
会
で
は
、
30
秒
で
で
き
る
毛
細
血
管
の
血
流
チ
ェ
ッ

ク
や
ゴ
ー
ス
ト
血
管
か
ど
う
か
、
女
性
に
と
っ
て
特
に
気
に

な
る
顔
の
む
く
み
の
改
善
方
法
や
、
炭
酸
水
や
柑
橘
系
の
果

物
を
絞
っ
て
飲
む
こ
と
で
腸
内
細
菌
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
な

ど
興
味
深
い
話
が
続
き
、
来
場
者
65
名
は
、
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
も
質
問
が
途
切
れ
ず
、
健
康
に
関
す
る
関
心

の
強
さ
が
伺
わ
れ
る
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
講
演
会

令
和
７
年
10
月
18
日
（
土
）
に
敦
賀
市
の
き
ら
め
き
み
な

と
館
で
、
げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
俳
優
、
気
象
予
報
士
の
石
原
良
純
さ
ん
。
講

演
の
テ
ー
マ
は
「
石
原
良
純
、
大
い
に
語
る
‼ 
石
原
家
の
家

族
愛
＆
自
然
へ
の
想
い
」
で
し
た
。

「
子
育
て
に
興
味
が
な
か
っ
た
」「
結
婚
披
露
宴
で
は
、

後
ろ
の
隅
で
な
く
、
も
っ
と
良
い
席
に
座
り
た
い
」
な
ど
、

父
慎
太
郎
さ
ん
の
破
天
荒
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し

た
。又

、
子
ど
も
の
頃
に
、
自
分
が
住
む
街
の
両
側
の
山
の
上

に
は
雲
が
で
き
る
の
に
街
の
上
に
は
雲
が
で
き
な
い
こ
と
を

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
や
そ
の
疑
問
を
解
消
す
べ
く
気
象
予

報
士
の
黎
明
期
に
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
こ
と
、
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど

の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
県
内
各

地
か
ら
会
場
一
杯
に
詰
め
か
け
た
約
２
３
０
人
の
石
原
良
純

フ
ァ
ン
は
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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⬆HPは
　コチラ

https://w
w

w
.genden.or.jp

◎地域文化の振興、青少年等の人材育成に関する事業
　・市民文化・市民芸術活動
　・地域文化の継承活動
　・伝統芸能・伝統行事の保存と継承者の育成
　・郷土史の研究活動及び文化遺産の伝承活動　など
◎ふれあい及びゆとりの創造に関する事業
　・芸術公演、展示の開催　など

対象となる活動

１　福井県内に活動の本拠を置く団体
２　構成員（会員）が、20名以上の団体
３　 令和８年４月１日現在で、設立後
２年を経過している団体

対象となる団体

・助成割合１／３で限度額30万円　又は　助成割合10／10で限度額10万円
　※「助成割合10／10で限度額10万円」は、令和８年度からの新制度です。

助成割合及び限度額

令和８年度において、地域文化の振興、青少年等の人材育成、ふれあい及びゆとりの創造を目的に
行う活動に対する助成を受けたい団体を募集しています。

　令和８年度の助成事業を募集しています　

応募方法

●応募要領別表に記載する推薦団体の推薦書を添付して、助成事業申請書等を提出して下さい。
　受付期間：令和７年12月10日（水）～令和８年２月10日（火）16時必着
●上記以外にも、助成申請にあたってご注意頂きたい事項があります。
　 詳しくは、ホームページ（https://www.genden.or.jp/grant）をご覧頂くか、
　げんでんふれあい福井財団（☎0770－21－0291）にお問い合わせ下さい。

⬆詳しくは
　コチラ


